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はじめに 

メタマテリアルの基本単位構造の一つであ

る金属分割リング共振器(Split-ring resonator : 

SRR)構造は，LC 共振回路に相当する電磁応答

を示す。LC 共振時は，光磁界との相互作用や

金属微小球の局在表面プラズモン共鳴よりも

高い電界増強効果が得られるなどの特徴があ

り，メタマテリアルだけでなく，ナノサイズの

センサーや情報処理デバイスなどのナノフォ

トニクス分野での応用が期待される。 

我々は微小球リソグラフィ(NSL)法を用いて

直径 100nm 程度の銀の分割リング共振器

(Split-ring resonator : SRR)構造を作製し，入射

光の電界で励起された単一 SRR の LC 共振現

象の測定や，SRR のサイズパラメータと LC 共

振波長の相関関係の解明を行ってきた。[1,2] 

一方，SRR 構造を貫く光磁界によっても LC 共

振励起が可能であることが知られている[3] 

が，磁界励起による LC 共振現象が単一の SRR

構造で確認された例はまだ無かった。 

本研究では，プリズムの全反射を利用するこ

とで，単一 SRR における磁界励起による LC

共振現象の観測に成功したので報告する。 

実験方法・結果 

ガラス基板上に，直径約 100nm の孤立した

金 SRR を作製した。ガラス基板に屈折率整合

油を介して接触させたBK-7プリズム側から入

射角45º の TE 偏光の白色光を入射し，１個

の SRR から空気側に散乱された散乱光スペク

トルを検出した。その結果を Fig.1(a)に示す。

約 680nm と 880nm に散乱光スペクトルのピー

クが確認された。モード特定のために、同一の

SRR に対して測定した垂直入射時の散乱光ス

ペクトルを Fig.1(b),(c)に示す。 文献[1]による

と，Fig.1(b)の 880nm のピークは、光電界 Ex

で励起された LC 共振であるが，Fig.1(c)の

680nm のピークは局在表面プラズモンモード

を意味する。つまり，光電界 Ey では LC 共振

モードを励起できない。従って，Fig.1(a)で観

測された 880nm のピークは光磁界 Hzによって

励起されたLC共振モードであると結論づけら

れる。 

 

Fig. 1 The scattered light spectra of a single SRR  
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